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国土交通省関東地方整備局

橋梁が輻輳する
インター・ジャンクションにおける

ＣＩＭの活用事例
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国土交通省関東地方整備局産学官ＣＩＭの概要 国土交通省関東地方整備局産学官によるＣＩＭ構築の検討箇所及び体制（案）

国土交通省関東地方整備局

横浜環状南線栄IC・JCTは、インターチェンジやジャンクションの線
形・構造物が輻輳する複雑な構造となっている。

国土交通省関東地方整備局２．事業概要

（１）路線概要

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、都心から半径約40～60km

の、３環状道路の一番外側に計画されている延長約300kmの高規格
幹線道路です。
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国土交通省関東地方整備局

神奈川県内の圏央道は、さがみ縦貫道路、横浜湘南道路、高速横

浜環状南線の３路線で構成されています。
凡 例

開通済

事業中

国土交通省関東地方整備局

高速横浜環状南線は、横浜環状道路の一部を成す、横浜横須賀道
路から一般国道１号を結ぶ自動車専用道路で、途中、ＣＩＭ試行対象と

なっている「栄ＩＣ・ＪＣＴ（仮称）」で横浜湘南道路と接続します。

国土交通省関東地方整備局

（１）目的

全国初の取組みとして大規模施設にＣＩＭ（大規模構造物の可視
化）を利用することでプロジェクト全体をマネジメントする可能性を検
討する。

【目的】輻輳する都市インフラにおける事業計画全体の可視化
（効果的な事業実施）

工場、道路、民地、住宅、鉄塔、田園等が近接し、ICやJCTの線
形が輻輳し多重高架橋構造となるため、全体モデルを効果的に活
用し、事業を計画的、効率的に推進することを目的とする。

国土交通省関東地方整備局

（２）ＣＩＭ活用方針

１）関係者協議の円滑化

• 事業説明会、各種関係機関協議・会議等における合意形成
時間の短縮と判断の迅速化

２）事業工程の可視化

• 用地買収の進捗等を考慮した事業工程計画の立案
• 全体モデルに時間軸を取入れ、事業工程上のクリティカルパ
スを把握

３）施工計画の可視化

• 近接する支障物件に対して、安全隔離を考慮した施工計画の
立案

• 輻輳する工事現場における安全管理計画の立案

国土交通省関東地方整備局３．ＣＩＭ計画実施状況

・栄ＩＣ・ＪＣＴにおけるＣＩＭ活用の実施状況

年度 実施内容

Ｈ24年度 予備設計完了時点における設計情報による完成形のモデル化
• 地形データ：国土地理院の数値標高モデル（５ｍメッシュ）をもとに作成
• 道路線形：既設計の図面（平面、縦・横断線形）をもとに生成
• 橋梁モデル：全31橋について、上・下部工外形形状を生成（基礎除く）
• 都市計画道路、調整池：平面位置を明示

Ｈ25年度 詳細設計6割完了時点における設計情報による完成形のモデル化
• 地形データ：建物等の箱型白モデルを追加作成
• 鉄塔、高圧電線：３次元レーザ計測を実施し、点群モデルを作成
• 橋梁モデル：詳細設計が完了した20橋について３次元モデルを作成
• 都市計画道路、調整池：３次元モデルを作成

Ｈ27年度 詳細設計完了時点における設計情報によるモデル化及び施工検討
• 橋梁モデル：詳細設計が完了した11橋について３次元モデルを作成
• 仮設構造物：仮締切工及び掘削土工を３次元モデル化
• 施工検討：属性情報として時間軸（施工期間）を付与
• 地下埋設物：地下埋設物の３次元モデルを作成

表－１ ＣＩＭ活用状況

国土交通省関東地方整備局４．モデル化

（１）３次元モデルの作り込みレベル

３次元モデルの作成は、活用場面（活用目的）に応じて３次元モ
デルの作り込みレベルと属性情報を設定することで、過度の作り込
みを防ぎ、効率的にＣＩＭモデルを作成する。

「ＣＩＭモデル作成仕様【検討案】＜橋梁編＞」（H27.4国総研）では、

様々なＣＩＭの活用場面の中から、ＣＩＭの効果が高いと想定される
６つの活用場面（事例）が示されている。

類似ケース
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国土交通省関東地方整備局

• ３次元モデルの作り込みレベル
３次元モデルの作り込みレベル（詳細度区分）は、４段階（レベル

１～レベル４）とされている。

３次元モデルは、活用場面ごと、作成時期ごと、部材ごとに作り
込みレベルを設定する。

作り込みレベル 詳細度

レベル１ 直方体や円柱で部材の形状の特徴を表現した構造ブロックモデル

レベル２ 主要部材の外形形状が正確

レベル３ レベル２に加えて、主要部材以外の一部部材の外形形状が正確

レベル４ 全ての部材が正確

国土交通省関東地方整備局

• 栄ＩＣ・ＪＣＴでのＣＩＭ活用目的は、「大規模な事業計画全体の可視
化」であることから、作り込みレベルは「レベル２」とした。

国土交通省関東地方整備局 国土交通省関東地方整備局

国土交通省関東地方整備局 国土交通省関東地方整備局

• （２）属性情報
いたずらに多くの属性情報を取り扱うことは、費用対効果の観点

から得策ではない。そのため、３次元モデルの作り込みレベルと同
様に、付与する属性情報はその活用場面（活用目的）とセットで定
義する。

• 橋梁のクラス化
「基本属性情報」は、構造体や部材の種類、形式、材料といった

３次元モデルがもつ基本的性質を表す情報である。
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国土交通省関東地方整備局

• 利用目的別属性情報
→活用場面時応じて追加する属性情報

栄ＩＣ・ＪＣＴでは、施工検討における施工順序を可視化するため、
属性情報として「時間軸」（施工期間）の付与を行った。

国土交通省関東地方整備局

• 時間軸の設定方法

部材モデル毎に、「施工開始日」と「施工終了日」の施工期間を属性
情報として付与する。

部材モデル

施工開始日と施工終了日を設定

工程スケジュール
施工期間がバーチャートで表示される

国土交通省関東地方整備局５．ＣＩＭモデルの活用例

（１）関係者協議での活用

①事業説明会での活用

鳥瞰図や動画を用いた説明により合意形成時間の短縮を図る。

国土交通省関東地方整備局

（１）関係者協議での活用

②地権者説明での活用

日照解析結果を可視化した資料による説明。

対象範囲

国土交通省関東地方整備局

• （１）関係者協議での活用

③地元説明会での活用

ウォークスルー機能を使って構造物規模の大きさを説明。

国土交通省関東地方整備局

（１）関係者協議での活用

④交差物件との離隔の確認

歩道建築限界の確認等、任意点での計測が可能である。
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国土交通省関東地方整備局

（２）事業工程の可視化

①施工シミュレーション

工程計画とＣＩＭモデルを関連付け、時間軸を取り入れた全体モ
デルにより事業工程を可視化

国土交通省関東地方整備局

2019年4月

2020年6月

建設中のモデルは
緑色半透明で表示

国土交通省関東地方整備局

（２）事業工程の可視化

①施工シミュレーション

工程計画とＣＩＭモデルを関連付け、時間軸を取り入れた全体モ
デルにより事業工程を可視化

国土交通省関東地方整備局

（３）施工計画の可視化

①仮設構造物のモデル化

完成形の構造物モデルに加え、「仮設構造物」及び「掘削土工」
をモデル化することで、施工スペース等の現場状況を確認する。

国土交通省関東地方整備局

（３）施工計画の可視化

②鉄塔・高圧線との離隔の確認

鉄塔・高圧線の影響がある区間は、３次元レーザ計測を実施し
点群モデルを作成し、モデル化を行っている。

国土交通省関東地方整備局

（３）施工計画の可視化

③地下埋設物との離隔の確認

周辺の地下埋設物をモデル化し、仮設構造物との干渉状況や移
設タイミングの把握に活用。
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国土交通省関東地方整備局

（３）施工計画の可視化

④工事用道路の確認

工事用道路のモデル化により、下部工の施工状況に応じたル
ートの確認や工事用道路の付け替えのタイミングを把握する。

国土交通省関東地方整備局６．今後の展開

計画から完成、維持管理までの情報を捨てることなくデータとし
て蓄積して行くことが重要である。

（１）施工段階での活用

• ＣＩＭモデルの情報化施工への活用
• ＣＩＭモデルでの施工計画の検討

• 工事情報（位置、規格、出来形・品質、数量）の属性情報への
追加

（２）維持管理段階での活用

• 完成図としてのＣＩＭモデルを維持管理に活用
• 点検・補修履歴の入力

• 現地に設置したセンサー等と連動し、変状を計測


